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子宮頸癌の組織化学的研究
附．卵巣癌について

金沢大学医学部第二病理学教室（主任　石川大刀雄教授）

　　　　　　作一川憲章
　　　　　　　（受付昭和40年11月6日）

　癌組織を形態学的に分類するのみでなく，組織化学

的手段を用いて再分類しようとする2～3の試みが行

なわれている（三富等1））．

　婦人科領域においても，子宮，卵管，卵巣等の悪性

腫瘍について，組織化学的な研究がかなりに試みられ

つつあるが，筆者は子宮頸癌その他について，アルカ

リフォスファター・ぜ（ALP），酸性フォスファターゼ

（ACP），フオスフォアミダーゼ（PhA），琉珀島脱水

素酵素及びPAS染色の同時染色を行ない，それらの

染色態度が癌にほぼ共通した特長を示してはいても，

：更にこまかに検討することによって，同じ形態の癌で

あっても，個体によって若干の異同のあることを知

り，この点から更に腫瘍を細分類しようと試みた．そ

の結果をここに報告する．

材料及び方法

　観察材料は，手術により摘出した子宮頸癌60例と対

照となる30例の非癌材料（子宮腔部魔燗等），及び7

例の卵巣癌で，いずれも摘出後可及的速かに十分固定

できる大きさの細片を切り出し，一片は5。Cの冷ア

セトンに24時間固定し，他の一片は室温でSusa液24

時間固定を行ない，前者は厳密に54。C以下でパラフ

ィン包埋を行ない，約7μの切片として各種の染色を

行なった．なお面面酸素水素酵素染色は新鮮組織の凍

結．切片について行なうた，

、、一1猛瑳及び一ACPはエセトン固定ペラフ．イン切片に

？し）て隻一（｝omori法2！に準拠し，βニグリセロ燐酸ソー

ダを基質とし，ACPは酢酸緩衝液でpH　5，　ALPは

0♂1N苛性ゾーダでpH　9の条件で反応させた．　PhA

はパラクロルアニリド燐酸を基質としてGomori法2）

により行なった．

　Susa固定切片について行なったPAS染色は大原
法3）に準拠した，號珀酸脱水素酵素染色は倉田・橘4）

法により行なった，

　なお以上の材料固定，染色の諸条件（温度・時間）

は，すべての材料につき同一となるようにあらゆる注

意をはらった．このことは酵素類の組織化学的検索に

当っては厳重に守られるべきことで，ALPは固定後

少なくとも6日以内に，ACPは少なくとも2日以内

に染色することが必須であることを確かめてある．

　各フォスファターゼ類の活性度の判定は，次のよう

に行なった．

　（柵）強陽性…ほとんど黒色を呈するもの．

　（什）中等度陽性…黒褐色を呈するもの．

　以上の活性を示すものを，ALPではしで，　ACPは

Cで，PhAはAで表わす．

　（＋）弱陽性…褐色を呈するもの．

　以下，ALPでは4で，　ACPは。で，　PhAはaで

表わす．

　（±：）微弱陽性…淡黄褐色を呈するもの．

　（一）陰性…着色しないもの．

　以上の2つは，以下すべて（一）で表わす，

　PAS染色は穎粒状に染まる部分（主にグリコーゲ

ン）と，禰蔓状に染まる部分の2通りあるが，一応つ

ぎのように判定した．　　　　　　　　，

　（帯）強陽性…赤紫色の穎粒が多量に密集．または

赤紫色禰蔓状に濃染．

　（什）　中等度陽性…穎粒がやや多量に存在．または

淡赤色三密状に染色．

　（＋）弱陽性…赤色穎粒が散在．

　（±）微弱陽性…微細穎粒が僅かに散在．

　（一）　陰性…染色せず，穎粒を認めない，

　琉珀酸脱水素酵素活性は，新鮮凍結標本では微細構

造が判然としにくいが，一応つぎのように判定するこ

とにした．

　（十）陽性…実質細胞の大部分が榿紅色に染色され
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る場合．

　（士）弱陽性…実質細胞の一部に上記染色状態の認

められる場合．

　（一）陰性…発色しない場合．

　子宮頸癌は組織学的には扁平上皮癌か，あるいは腺

癌であるが，筆者は扁平上皮癌については，日本産婦

人科学会子宮癌委員会による組織分類に従って表1の

ように分類した．

　観察材料は，扁平上皮癌55例，腺癌5例であるが，

表1の分類によると，扁平上皮癌は未熟型12例，中間

型20例，成熟型23例である．なお卵巣癌は，偽粘液性

嚢腺癌5例，漿液性虚心状嚢腺癌2例について行なっ

た．

表1　子宮頸癌の組織学的分類
（日産婦学会癌委員会による）
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観　察　結　果

　1．子宮頸癌組織についての観察結果

　1．ALP
　子宮頸癌のALP活性は，癌細胞の成熟度合によ

り，また癌巣と間質で種々の程度に認められるが，一

般的にいって活性は弱い．

　各二型別に結果をまとめてみるとつぎのようであっ

た．

　1）扁平上皮癌未熟型　（写真1，2）

　癌細胞に弱陽性に活性を認めるが，一般に活性は弱

く，間質結合織は陰性のことが多いが，細胞浸潤部に

は活性が認められる．

　2）扁平上皮癌中間型　（写真3，4）

　癌細胞には弱陽性に活性を認めるが，とくに基底層

細胞にやや活性が強い．間質結合織は弱陽性のことが

多い．

　3）扁平上皮癌成熟型　（写真5，6，7）

　癌細胞は弱陽性に活性を認め，基底細胞層部は活性

がかなり明瞭であることが多く，中聞層，表層部に比

べて出喰する．癌真珠部は稀れに陽性を示すこともあ

るが，一般には陰性である．間質結合織は弱陽性のこ

川

とが多く，細胞浸潤部は一般に活性が強い．

　4）子宮頸部腺癌　（写真8）

　少数例ではあるが，扁平上皮癌に比べて一般に感染

し，中等度陽性に活性を認める．間質結合織は陰性が

多い．

　2．ACP
　ACP活性は，一般に後述する非癌組織に比較して

その活性度は，子宮頸癌では明らかに増強している．

　1）扁平上皮癌未熟型

　癌細胞に著明に陽性である．間質結合織はほとんど

陰性で，間質の細胞浸潤部位には時に弱陽性の反応が

みられる．

　2）扁平上皮癌中間型　（写真9）

　癌細胞は陽性であるが，未熟型に比べてやや発現は

弱い．問質結合織は陰性．

　3）扁平上皮癌成熟型　（写真10，11）

　癌細胞は弱陽性であるが，基底細胞層はやや強く，

表層になるに従い陰性化する．癌真珠は陰性，聞質結

合織は陰性～弱陽性である．

　4）子宮頸部腺癌　（写真12，13）

　腺癌細胞は強陽性を示すが，間質結合織はほとんど

陰性である．

　3．PhA
　PhA活性は頸癌組織では陽性度が強い．間質結合

織もしばしば陽性に反応するが，後述する正常扁平上

皮組織と比較すると，ACP活性ほどには癌組織に著

増するものではない．

　1）扁平上皮癌未熟型　（写真14）

　癌細胞及び核が微細穎粒状に濃染し，一般に中等度

陽性～弱陽性を示す．間質結合織は弱陽性，筋層は活

性を示さない．

　2）扁平上皮癌中間型　（写真15）

　癌細胞は中等度陽性．間質結合織は多くの場合陰性

であるが，一部弱陽性に反応するものがある．

　3）扁平上皮癌成熟型　（写真16）

　癌細胞は中等度陽性，ACP同様基底細胞層部に著

明で，表層になるに従い低下する．癌真珠は陰性．癌

胞巣周囲結合織には一部に，強陽性を示すものがあ

る．

　4）子宮頸部腺癌　（写真17）

　腺癌細胞は中等廉陽性～強陽性で，間質結合織は微

弱陽性で一部やや濃染する部分もある．

　4．PAS染色
　扁平上皮癌においては，PAS陽性微細遺題が温血

巣内に僅かに散在性に認められる程度で，微弱陽性か

ら弱陽性の範囲にあり陰性の場合も多い．癌型別でも
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とくに著しい差は認められないが（写真18），扁平上

皮癌成熟型のうちのごく少数例に，癌真珠部分に強陽

性のものが例外的に認められる．（写真19）

　腺癌では，管腔形成の明瞭な部分の癌細胞内に微細

穎粒がやや著明に認められるものもあるが，またごく

僅かにしか認められないものもある（写真20）．いず

れにしても，卵巣癌にみられるような強陽性のものは

認められなかった．

　5．現珀酸脱水素酵素

　i號珀酸脱水素酵素活性は子宮頸癌では非癌組織に比

べて一般に西進していることが認められ，更に詳細に

表3　癌型別による子宮頸癌のALP活性
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みると癌細胞は榿紅色顯粒状に染まり，間質組織は染

まらない．癌型別に分類比較してみても表2のごとく

で，とくに癌型による差異は見い出し得なかった．

表2　素心別訴珀酸脱水素酵素活性
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　以上が各染色の総括的な結果である．　ACP，　PhA

活性はいずれもかなり強く陽性に出るが，癌による差

が乏しい．またPAS染色では，二型のごく少数例に

強く出るものがあるが，大部分は陰性～微弱陽性で，

一般に非常に活性に乏しい，ただALP活性の場合，

三型によってかなりの差を認め得，これが組織化学的

分類基準の1つとなった．

　ALP活性の程度によって子宮頸癌を，既述のよう

に3型に分類すると，全例60例中，ALP活性が（什）

以上即ち：L型は19例（31．7％），活性（十）即ち珍型は

15例（25．0％），活性が（士）以下の（一）型は26例

（43．3％）である．

　つぎに，この分類によって婦人科学会案の組織分類

別に表わすと，表3のようになる．

　未熟型は（一）型即ちALP活性の陰性～微弱陽性の

ものが多く，成熟型はL型即ちALP活性のやや著明

なものが比較的多くみられる．即ち癌の分化の程度に

従い，未熟型→成熟型となるにつれて，ALP活性の

増強するものが多いようにみえる．

　つぎにALP活性とACP，　PhA，　PASそれぞれ

の活性との相互の関係を示すと，表4のようになり，

それを二型別に比較すると表5のようになる．

　以上の関係よりみると，ALP活性とACP及び

PhA活性との問には多少の相関関係があるようにみ

える．即ち（一）型，即ちALP活性の弱いものより

もし型即ちALP活性の強いものの方が，　ACPや

PhA活性も強い傾向がある．しかもその傾向はPhA

の方によりはっきり認められる，

　PAS染色については，大部分の例に活性が弱く，

またALP活性との相関関係も認められない．

　つぎに，以上の3つのフォスファターゼ活性と癌型

とを一括対比させると，表6のようになる．

　表6から明らかなように，未熟型ではCA型及び

Ca，　cA型即ちALP活性は弱いが，　ACPまたは

PhA活性は割合著明な型が多く，成熟型ではLCA，

2CA型即ちALP，　ACP，　PhAのそれぞれが比較

的著明な型が多い．

　つぎに，各回の代表例について所見を詳述する．

　　　　　　　　　〔一　　　型〕

　（1）扁平上皮癌未熟型　（症例2，一CA型）

　小型の癌細胞よりなり小胞巣を造る．癌細胞，核の

異形性著しく，層形成は認められず分化の程度が低

い．間質量はやや少なく，小円形細胞浸潤．出血は少

ない，

　ALP所見…癌細胞は微弱陽性，間質結合織は微弱

表4　ALP活性とACP，　PhA，　PAS活性の相互関係
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表5　ALP活性に対する癌型別諸酵素活性
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凸表6　癌型別フォスファターゼ類活性
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陽性であるが，一部弱陽性の部分もある．

　ACP所見…癌細胞では中等度陽性，間質結合織は

全く陰性．

　PhA所見…癌細胞は中等度陽性，間質結合織は微

弱陽性　（写真14）

　PAS染色…癌細胞は弱陽性に微細頼粒を認める．

間質結合織は中等度陽性～強陽性．

　琉珀三十水素酵素所見（以下SUC所見と略記する）

…癌細胞は榿紅色穎粒状に染まり，間質は陰性であ

る．

　（2）扁平上皮癌中間型　（症例16，一CA型）

　中型の癌細胞からできた大胞巣がみられる．癌細胞

の異型性は余り著明でなく，層形成はあるが，癌真珠

形成は認めない．間質は乏しい．

　ALP所見…癌細胞質，核ともにほとんど陰性であ

るが，基底層細胞の一部に微弱陽性のものがある．間

質はほとんど陰性で，ただ毛細血管壁に弱陽性．

　ACP所見…癌細胞は一般に中等度陽性。とくに基

底層細胞は強い．間質は陰性．

　PhA所見…癌細胞は微細穎粒状に濃染し，とくに

基底層細胞は強陽性．間質は弱陽性　（写真15）

　PAS所見…癌細胞には微細紅色穎粒が僅かに存在．

聞質は禰蔓状に中等度陽性．

　SUC所見…癌細胞の一部に陽性，闇質はほとんど

陰性．

　（3）扁平上皮癌成熟型（症例38，一CA型）
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　大型のよく分化した癌細胞よりなり，層形成著明，

癌真珠は少ない．間質結合織量は多い．

　ALP所見…癌細胞は微弱陽性であるが，基底層細

胞はやや陽性度が強い．間質結合織は中等度陽性（写

真5）

　ACP所見…癌細胞は強く反応し，中等度陽性～強

陽性で，とくに基底細胞層は強く，表層は弱い，間質

結合織は微弱陽性　（写真10）

　PhA所見…癌細胞は一般に陽性であるが，基底層，

中間層細胞は中等度陽性で，表層は微弱陽性．間質結

合織は弱陽性．

　PAS染色…癌細胞はほとんど陰性であるが，間質

にみられる頸管腺のみは陽性．間質結合織もほとんど

陰性　（写真18）

　SUC所見…癌細胞は榿紅色二二を認めるが，間質

はほとんど反応しない．

　（4）腺癌　（症例59，一cA型）

　大小不同著しい癌細胞よりなり，不規則な腺腔を形

成，聞質量多く，出血部もある．

　ALP所見…腺癌細胞，間質結合織共に陰性．ただ

出血，細胞浸潤の強い部分にのみ弱陽性．

　ACP所見…腺癌細胞は弱陽性．間質は陰性　（写真

12）

　PhA所見…腺癌細胞は中等度陽性で，一部に強陽

性の部分もある．間質結合織は陰性～微弱陽性（写真

17）

　PAS染色…腺癌細胞は弱陽性だが，一部に中等度

陽性の所もある．間質結合織は弱陽性であるが，細胞

浸潤部は瀕蔓性に強陽性の所がある．

　　　　　　　　　〔μ　　　型〕

　（1）扁平上皮癌未熟型　（症例1，βCA型）

　小型の核をもち，異型性著明な癌細胞よりできた小

胞巣を作り，間質量は中等度であるが，細胞浸潤著

明，また実質細胞間に出血及び細胞浸潤を認める．

　ALP所見…癌細胞は弱陽性．間質結合織は微弱陽

性．細胞浸潤や出血の著しい所では中等度陽性（写真

1）

　ACP所見…癌細胞は中等度陽性．とくに細胞浸潤

の強い部分は強陽性．間質はほとんど陰性．

　PhA所見…癌細胞は弱陽性～中等度陽性一部の間

質には弱陽性の部分がある，

　PAS染色…癌細胞はほとんど陰性，ごく一部に微

弱陽性の所がある．間質は禰蔓性に強陽性．

　SUC所見…癌細胞の一部に禮紅色に染まる部分を

認あるが，間質は陰性．

　（2）扁平上皮癌中間型　（症例13，2CA型）

　中型の癌細胞よりなる小胞巣で，層形成は著明でな

い．間質は多量で，小円形細胞浸潤及び軽度に出血が

ある．

　ALP所見…癌細胞は微弱陽性で，基底層細胞にや

や陽性度の高い部分がある．間質結合織は一般にほと

んど陰性であるが，癌胞巣周囲の組織浸潤の著しい部

分だけには中等度陽性で，また血管壁は陽性．

　ACP所見…癌細胞とくに基底層は反応が強い．間

質はほとんど陰性で，・一部に弱陽性の認められる部位

がある．

　PhA所見…癌細胞は一般に弱陽性であるが，一部

に中等度陽性のものがある．

　PAS染色…癌細胞はほとんど陰性で，中間層から

表層にかけ，ごく一部に陽性をみる．間質は禰蔓状に

中等度陽性である．

　SUC所見…癌細目包は陽性の部分が多いが，間質は

ほ．とんど陰性である．

　（3）扁平上皮癌成熟型　（症例36，乏CA型）

　中型の癌細胞よりなり，中等大の胞巣を作る．層形

成はあるが，癌真珠形成は著明ではない．

　ALP所見…癌細胞はほとんど弱陽性で，間質結合

織は中等度陽性　（写真6）

　ACP所見…癌細胞は中等度陽性であるが，間質は

ほとんど陰性である．

　PhA所見…癌細胞は中等度陽性で，間質は弱陽性

が多い．

　PAS染色…癌細胞は陰性～微弱陽性．間質は中等

度陽性である．

　SUC所見…癌細胞は陽性，間質は一部に弱陽性の

所があるが，ほとんど陰性．

　（4）腺癌　（症例57，2CA型）

　核の異型性の著しい小さな癌細胞からできた腺癌，

腺腔形成はあまり著明でなく，聞質は多いが，出血，

細胞浸潤には乏しい．

　ALP所見…癌細胞は弱陽性．間質の一部には，更

に強く染まる部分が混在．

　ACP所見…癌細胞は中等度陽性．聞質は微弱陽性

である．

　PhA所見…癌細胞は中等度陽性．間質は弱陽性．

　PAS染色…癌細胞はほとんど微弱陽性．間質はや

や濃染する部分がある．

　SUC所見…癌細胞の一部に弱陽性を認める．

　　　　　　　　　〔L　　　型〕

　（1）扁平上皮癌未熟型　（症例4，LCA型）

　小型の未熟な癌細胞よりなり，中等大の癌胞巣を作

って筋層内に散在．小円形細胞浸潤著明，間質量は多
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表7　酵素活性所見総括

見所素酵HE染色
SUCPASPhAACPALP
間

質

癌
　
細
　
胞

間

質

癌細胞

中
間
～
表
層

基
底
層

間

質

癌細胞

中
間
～
表
層

基
底
層

間

質

癌細胞

中
間
～
表
層

基
底
層

間

質

癌細胞

中
間
～
表
層

基
底
層

細
　
胞
　
浸
　
潤

間
質
結
合
織
量

癌
胞
巣
の
大
き
さ

組
織
化
学
的
分
類

症
　
例
　
番
　
四

型熟十

一

＿「

鯛

十
十
十
士
　

十
　

±
丁
丁
下

川
芦
川
丹
十
什
十
朴
十
甘
干
十

十
±
士
±
±
十
±
±
±
±
士
±

十
十
一
丁
丁
±
丁
丁
丁
丁
一
丁

什
什
朴
十
十
什
什
十
十
什
±
十

土
士
±
±
士
一
十
一

一
士

辮
±
什
朴
粁
甘
号
什
朴
十
什
十

干
十
悪
士
十
±
±
±
十
干
一
十

下
上
十
十
十
±
±
±
±
±
±
土

多
中
多
中
多
少
多
多
多
多
中
坐

多
多
中
多
中
中
少
少
中
多
中
中

中
中
中
小
中
小
中
小
中
小
中
大

LCA
L－A
μCA
βCa
μCa

－CA
－CA
－Ca
－Ca
－cA
－C一

一ca

4
6
1
3
8
2
1
1
5
9
7
1
0
1
2

型間中

一
丁

一
一
士
一
　
一

十
十
十
十
十
十
十
　

士
　

十
土
　

±
±
十
十
　
±

粁
十
白
丁
十
什
粁
甲
骨
甘
十
骨
柵
朴
柵
十
什
十
十
十

十
士
±
±
口
士
十
士
士
±
±
±
十
士
什
土
±
±
亀
甲

±
±
一
土
　

一
士

士
±
十
一
十
土
台
　

胸
±

十
一
　
［
士
±
士
±
十
［

±
下
下
±
［
白
糟
剛
十

十
什
甘
十
什
十
十
±
什
什
十
十
十
甘
什
什
±
士
朴
十

甘
三
十
什
粁
十
昔
十
辮
什
朴
柵
什
什
紆
什
±
±
甘
十

±
士
　
　
一
±
±
　

±
土
一
　
翻

±
±

十
甘
甘
骨
什
什
十
十
十
十
一
朴
十
十
昔
十
台
墨
土
肥

什
冊
柵
柵
什
什
朴
什
十
十
±
骨
骨
粁
柵
什
什
柵
土
十

±
±
±
十
士
±
十
十
一
國
±
一
十
赫
±
十
十
±
十
什

十
甘
十
甘
十
十
土
±
十
十
十
網
±
±
±
士
　
±
士
士

什
柵
朴
什
什
什
十
十
十
十
十
±
±
±
±
±
士
士
±
±

少
少
多
少
少
少
多
多
中
中
少
少
多
多
中
中
少
中
中
多

中
少
少
多
多
多
多
多
多
多
多
少
中
中
少
中
少
少
門
中

申
大
中
中
大
中
小
小
中
中
大
大
大
大
中
中
大
中
中
大

A
A
A
A
A
a
A
a
A
A
A
A
A
A
A
A
一
國
A
a

C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
一
C
C
C
C
C
C
C
一
c

L
L
L
L
L
L
β
μ
μ
μ
β
一
一
［
一
一
一
一
［
［

14

P7

P8

Q1

Q3

P9

P3

Q8

P5

R1

Q6

P6

Q0

Q2

Q4

Q7

Q9

R2

Q5

R0

型熟成

一

十
十
士

甘
＋
＋

十
±

±
　

一

士
±
十

＋
＋
什

什
畳
柵

士
十
十
十

柵
什
什

士
十
十

十
十
±

六
軒
甘

中
少
少

中
中
多

大
大
中

LCA
LCA
LCA

37

R5

@
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51

T5

R9

S7

S4

S6

R3

R6

S3

T0

T3

T2

S1

R8

R4

ｩ
4
5
犯
姐
5
4

LCA
LCA
LCa
LCa
LcA
：LcA

ρCA
βCA
βCA
μCA
ρCA
β一A

－CA
－CA
－Ca
－Ca
一・ b一

一C一

一一`
一一 `

骨
柵
二
子
朴
什
十
十
十
十
十
十
士
±
±
±
土
±
騨
±

中
少
中
少
中
興
少
少
中
少
中
二
巴
雪
中
平
中
少
中
少

中
中
多
少
戦
中
中
中
多
多
少
中
多
多
多
中
少
多
多
多

大
大
中
大
小
中
大
中
大
小
大
大
中
大
大
大
中
中
大
中

±
三
三
二
士
±
十
±

±

±
±

十
朴
±
三
軍
鞠
±
十
十
十
±
士
士
士
陶
隔
料
　
土

朴
柵
朴
朴
十
十
朴
什
甘
朴
粁
±
粁
柵
僻
骨
什
什
士
士

十
±
±

十
十
什
士
一
十
三
士
甘
嘲
十
十
十
　

一

±
十

海

沿
±
剛
十
一
土
州
±
±

十
士
剛
土
十
鞠
±
十
士
十
　

十
十

土
±
士
卦
階

十
二
±
　

十
±
鞠
十
十
什
十
十
±
±
±
±
駒
±
十
±

什
粁
十
十
什
骨
朴
皆
縫
帯
珊
朴
珊
紆
十
十
士
±
朴
朴

十

±
　

±
十
十
十
十
　

±
十
十
十
十
十
十
±

土
十
什
十
一
十
十
　
什
訓
諭
什
什
什
十
什
十
督
柵
十
蘭

±
±
士
±
　

剛
±
±
十
軸
±
十
柵
±
十
一
一
甘
抽
出

±
　

一
下
±
鞠
±
陶
±
±
±
　
±

±
隔
±
土
山

土

±

腺 癌

n
6
0
7
σ
ρ
O
G
σ

5
ρ
0
5
一
b
5

LCA
LCA
£CA
－CA
－cA

大
申
小
小
大

中
多
多
少
多

少
少
多
多
多

十
±

±
士
甘
一
高

柵
什
什
冊
＋

三
隅
士

十
十
十
±
士

十
十
士
十
十 辮

十

土
十

い．

　ALP所見…癌細胞は中等度陽性に染まり，一部強

陽性の所あり，間質は微弱陽性で，癌胞巣周囲の細胞

浸潤部は強陽性　（写真2）

　ACP所見…癌細胞は中等度陽性～強陽性，間質は

陰性～微弱陽性で細胞浸潤ある部分に一部陽性度の強

い所がある．

　PhA所見…癌細胞は中等度陽性で，一部にやや強

い所もある．間質結合織は微弱陽性～中等度陽性であ

るが，全体的に場所により染色状態が一様でない．

　PAS染色…癌細胞は微弱陽性の部分が多いが，一

部分弱陽性～中等度陽性に紅色穎粒をみる．間質結合

織は禰蔓性に強陽性．

　SUC所見…癌細胞は所により陽性．間質はほとん

ど陰性．

　（2）扁平上皮癌中間型　（症例14，LCA型）

　やや小型の癌細胞よりなり，分化は著しくなく，癌

胞巣は中等大で，間質量も中等度．

　ALP所見…癌細胞は一般に弱陽性を示すが，部分

的に中等度陽性の所があり，とくに基底層部に多い．

間質はほとんど陰性で，僅かに毛細血管壁に弱陽性部

がある．（写真4）

　ACP所見…癌細胞とくに基底層は陽性度が強く，

中間棘層は弱陽性，間質は陰性．

　PhA所見…癌細胞に禰蔓状に中等度陽性，層によ

り余り差異を認めない．間質は血管壁を除いてほとん

ど陰性．

　PAS染色…癌細胞は一般には弱陽性であるが，一

部に中間表層の間にやや強く反応する所がある．間質

は中等度陽性が多く，とくに頸管腺は強陽性．

　SUC所見…癌細胞は陽性，間質は弱陽性．

　（3）扁平上皮癌成熟型　（症例40，LCA型）

　中型の癌細胞からできた中等大の胞巣を作り，層形

成はあるが真珠形成は少ない．間質結合織量は多い．

　ALP所見…癌細胞は弱陽性～中等度陽性で，間質

は弱陽性．

　ACP所見…癌細胞とくに基底層，中間層細胞は申

十度陽性．間質は陰性．

　PhA所見…癌細胞は中等度陽性～強陽性．間質も

弱陽性　（写真16）
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　PAS染色…癌細胞は陰性～微弱陽性．間質結合織

は弱陽性．

　SUC所見…癌細胞は弱陽性，間質は陰性．

　（4）腺癌　（症例58，LCA型）

　中型の主として円柱上皮からなる腺癌で，腺腔形成

著しく，間質結合織には出血細胞浸潤等は少ない．

　ALP所見…癌細胞は中等度陽性．間質結合織は微

弱陽性～陰性　（写真8）

　ACP所見…癌細胞は強陽性だが，間質結合織はほ

とんど陰性　（写真13）

　PhA所見…癌細胞は中等度陽性～強陽性で，一様

に濃染，間質結合織は微弱陽性～弱陽性，筋層は陰

性．

　PAS染色…腺癌細胞は微弱陽性が多いが，一部に

弱陽性の頼粒を認める．聞質結合織は弱陽性～中等度

陽性　（写真20）

　SUC所見…腺癌細胞は燈紅色に一様に，一部穎粒

状に濃染，間質は陰性．

　以上が甘露の代表例の所見であるが，全例の所見を

一括すると表7のようになる，

　子宮頸癌をフォスファターゼを基準として組織化学

的に分類するとつぎのような結果になる．即ち子宮頸

癌では，CA四つまり，　ACP，　PhA活性の強いもの

が多く，そのどちらかが強く反応するCa型，　cA型

を含めると60例中47例（78．3％）と大半を占める．そ

してこれを更にALP活性による分類で細別すると，

LCA型（LCa，　LcAを含めて）全体の30．0％，同

様にμCA型21．7％，一CA型26．7％となる．

　また，PAS染色は子宮頸癌では大部分（70％）が

陰性～微弱陽性であり，また琉珀酸脱水素酵素は一般

に陽性である．

　皿．子宮頸部非癌組織についての観察結果

　対照として子宮筋腫，子宮腔葛鰹直路で摘出された

子宮頸織部非癌組織についての各種酵素活性所見はつ

ぎのようであった．

　1．正常子宮腔部扁平上皮

　ALP活性は一般に陰性で，扁平上皮基底層及び表

層の一部に弱陽性を示すことがある．間質結合織及び

筋層は微弱陽性～陰性で，頸管腺及び毛細血管壁は，

しばしば陽性に反応する．（写真21）（写真22）

　ACP活性はほとんど陰性であるが，時に基底層に

弱陽性を示すことがある．子宮頸管腺は中等度陽性，

間質結合織，筋層はほとんど陰性　（写真23）

　PhA活性は正常扁平上皮にもしばしば陽性で，こ

とに基底層が主である，間質及び筋層は陰性～弱陽性

である．（写真24）

i一」

　PAS染色結果は，基底細胞層は陰性で，棘細胞層，

顎粒層と陽性度を増し，表層角化層では強陽性を示す

ものが多い．唾液消化によりほとんど陰性化し，糖原

と同定される，結合織，筋層では微弱陽性～弱陽性を

示し，血管壁は弱陽性～中等度陽性が多い．頸管轄は

陽性を示す．

　SUC所見は基底層部に若干の活性を認める場合が

あるが，余り著明ではない．間質，筋層はほとんど陰

性．

　2．子宮腔部面燗

　面諭腺のフォスファターゼ群の活性は，主に腺細胞

に比較的著明である．

　ALP活性は弱陽性～中等度陽性，　ACP活性，　PhA

活性は共に中等度陽性を示す．

　PAS染色…高息腺には著明にPAS陽性物質を認

める．とくに腺細胞質，腺腔内分泌物に著しい．唾液

消化により消失しない部分が多く，粘液多糖類が主な

ものと思われる．

　SUC所見は魔燗腺では弱陽性を示す．

　皿．卵巣癌についての観察結果

　偽粘液性嚢腺癌（Adenocarcinoma　pseudomuci・

nosa　cysticum）5例，漿液性乳階状嚢腺癌（Adeno・

carcinoma　papilliferum　serosum）2例について観

察を行なった．

　1．第1例　偽粘液性嚢腺癌

　円柱上皮細胞と胚細胞よりなる腺癌．細胞及び核の

大小不同が軽度にみられる，多量の偽粘液性物質を含

む．

　ALP所見…癌細胞は微弱陽性～弱陽性，血管壁は

中等度陽性，聞質組織は陰性であるが，所により癌

細胞周囲の細胞浸潤の多い間質に中等度陽性の所があ

る．偽粘液性物質は陰性～微弱陽性　（写真25，26）

　ACP所見…一部間質結合織は弱陽性．癌細胞は微

弱陽性で核に弱陽性の部分がある．

　PhA所見…癌細胞は強陽性～弱陽性で，微細穎粒

状に染色．間質結合織は陰性～弱陽性．偽粘液性物質

は微弱陽性が多い．

　PAS染色…癌細胞では微弱陽性であるが，偽粘液

性物質は強陽性である．

　2．第2例　偽粘液性嚢腺癌

　円柱上皮細胞と胚細胞よりなる偽粘液性嚢腺腫と一一

部に乳立言に腺癌化した部分が混在する．

　ALP所見…間質とくに癌巣周囲の結合織には強陽

性の所があるが，腺癌細胞は微弱陽性～弱陽性．嚢腺

腫部は陰性～微弱陽性．偽粘液性物質は陰性～微弱陽

性．
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　ACP所見…本例ではほとんど反応をみない．

　PhA所見…腺癌化部は中等度陽性～強陽性．腺腫

部は微弱陽性～弱陽性．間質組織はほとんど陰性～微

弱陽性．偽粘液性物質は陰性　（写真27）

　PAS染色…腺嚢腫，腺癌部いずれも強陽性，とく

に核周辺部は穎粒状に濃染する．間質結合織は微弱陽

性～陰性．癌胞巣内の粘液物質は強陽性である，

　3．第3例　偽粘液性嚢腺癌

　腺癌部が大部分で間質は少なく，出血細胞浸潤部が

多い．細胞の異形性が著明で，核分裂像がみられ，偽

粘液性物質は少ない．

　ALP所見…腺癌部では弱陽性，出血，細胞浸潤の

ある部分は中等度陽性．間質及び粘液性物質は陰性．

　ACP所見…腺癌部は中等度陽性，細胞浸潤部は微

弱陽性．間質及び偽粘液性物質は陰性．

　PhA所見…腺癌部は強陽性，間質は弱陽性．細胞

浸潤部は微弱陽性～弱陽性．偽粘液性物質は反応しな

い．

　PAS染色…腺癌部は微弱陽性．問質は弱陽性，細

胞浸潤，出血部及び偽粘液性物質の部分は中等度陽

性．

　4．第4例　偽粘液性嚢腺癌

　円柱上皮細胞及び胚細胞よりなる腺癌．多量の偽粘

液性物質を含み，間質結合織は少なく，出血細胞浸潤

部がある．

　ALP…腺癌部は弱陽性．間質結合織はほとんど陰

性．細胞浸潤部は弱陽性．粘液性物質は陰性～微弱陽

性．

　ACP…本例はほとんど反応を認めない．

　PhA…腺癌細胞に中等度陽性～強陽性で，間質結

合織は微弱陽性．細胞浸潤部は中等度陽性．偽粘液性

物質は陰性～微弱陽性．

　PAS染色…腺癌細胞は弱陽性．細胞浸潤部も弱陽

性．間質結合織は中等度陽性．偽粘液性物質は強陽

性．

　5．第5例　偽粘液性嚢腺癌

　腺癌部が多く間質結合織は少なく，細胞浸潤，偽粘

液性物質も少ない．

　ALP所見…腺癌部は微弱陽性～弱陽性，間質は一

部強陽性の部分もあるが，ほとんど陰性．偽粘液性物

質は陰性．

　ACP所見…ほとんど陰性であるが，腺癌部のごく

一部に微弱陽性の所がある．

　PhA所見…腺癌部は中等度陽性．間質結合織及び

偽粘液性物質は微弱陽性．

　PAS染色…腺癌部は中等度陽性．粘液性物質は強

陽性　（写真28）

　6，第6例　漿液性乳嚇状嚢腺癌

　乳階状に発育した腺腫の癌化したもので，癌細胞大

小不同著しく，異染性，核分裂像を著明に認める．

　ALP所見…癌細胞では弱陽性，所によりやや著明，

間質は微弱陽性～陰性．

　ACP所見…判例ではほとんど反応しない．

　PhA所見…癌細胞は中等度～強陽性．間質はほと

んど陰性．

　PAS染色…癌細胞は微弱陽性，間質は中等度陽性．

　7，第7例　　漿液性乳帯状嚢腺癌

　乳掌状に発育した腺癌で，一部削回構造不明瞭で単

純癌のような組織構造をなす部分もあり，癌細胞，核

の大小不同著しく，出血，細胞浸潤部もある．

　ALP所見…癌細胞は弱陽性～中等度陽性．腺腔構

造不明瞭な部分はやや強く反応する．間質結合織は微

弱陽性．

　ACP所見…反応を認あない．

　PhA所見…癌細胞は強陽性，間質結合織は陰性で

ある．

　PAS染色…資質は中等度陽性～強陽性．癌細胞で

は弱陽性が多く，一部にやや強く反応する部分もあ

る．出血，細胞浸潤部は強陽性である．

　卵巣癌における実験結果を子宮頸癌の結果と比較し

つつ検討してみると，

　1）ALP活性について
　漿液性乳騰状嚢腺癌及び偽粘液性嚢腺癌のいずれに

おいても著しい活性は認められない．癌細胞は微弱陽

性～弱陽性で，問質結合織は一般に反応弱く，ただ一

部の癌胞巣周囲に陽性に反応する所がある．これらの

所見は子宮頸癌の所見に類似している，また血管壁や

細胞浸潤出血部はやや濃染する．偽粘液性嚢腺癌にみ

られる偽粘液性物質はほとんど，反応を呈しない，

（写真25，26）

　2）ACP活性について

　子宮頸癌においては一般に著明な活性がみられた

が，卵巣癌では，偽粘液性嚢腺癌の一部門弱い活性を

認めただけで，偽粘液性嚢腺癌の大部分と漿液性乳嗜

状嚢腺癌は全く反応を呈しなかった．

　3）PhA活性について　（写真27）

　卵巣癌のいずれにも強い反応を示し，癌細胞では微

細穎粒状に濃染する活性を認めたが，これは子宮頸癌

所見と類似している．間質結合織も活性を認めるがそ

の程度は弱い．

　4）PAS染色について

　PAS染色結果は弱陽性～中等度陽性に認められ，
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これは子宮頸癌の中で腺癌には陽性を認めたのと類似

する．なお偽粘液性嚢腺癌にみられる偽粘液性物質は

当然であるが強陽性を示す．（写真28）

　以上の結果をまとめると表8のようになる．

表8　卵巣癌の酵素活性
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考 察

　正常子宮内膜5）一8）とならんで，子宮頸癌について

もALPの組織化学的研究が最近かなり報告されてき

た．

　子宮腔部の正常扁平上皮は一般に，ALP反応は陰

性であるとされ9）10），一旦異型増殖を起こすとその部

は陽性となり9），上皮内癌は陰性～陽性である11）12）．

扁平上皮癌または基底細胞癌が増殖及び浸潤をはじめ

ると，その部分はむしろ反応が弱化して陰性であると

するもの11）13），基底細胞癌の基底細胞のみ陽性とする

もの14）がある．　しかし一方陰性から強陽性までの様

々の反応がみられ10）15），同一標本内でも部位により反

応が異なり，そのような不規則性こそが癌細胞の本質

的な性格であると考えるものもある15），

　しかしこのような結論づけに際して，材料の処理の

上での完全さが保たれたか否かの点にかなりの疑問が

のこる．ALP反応も，染色までの材料の処理状態こ

とに包埋温度や，染色までの期間などによって染色態

度にはかなりの変動が起こるからである．

　御園生9）によると，上皮内癌のALP活性は＋～

朴，扁平上皮癌では十～・トト，基底細胞癌ではとくに類

基底層細胞が著明で十～辮であり，軽部16）によると，

川

ALP活性の発現状態はかなり不規則ではあるが，未

熟型は陰性の頻度が高く，中聞型では比較的好発傾向

を現わし，成熟型も何らかの発現を示すとし，ALP

活性は分化成熟に伴い発現が増加するのではないかと

している．またAtkinson　17）も子宮内膜癌において

未分化癌よりも分化癌にALP値が高いという．

　エールリッヒ腹水腫瘍について細胞化学的観察を行

なった沢口18）によると，ALP活性は腫蕩発生の日数

に従って活性が増加する．また堤19、の定量所見でも，

腹水肝癌のALP活性は発生に伴って活性が上昇す

る．また腫瘍細胞の発生と比較されるべき正常胚発生

の場合でも，胚の発生に伴ってこの酵素活性の漸増の

起こることが知られている．従って悪性腫瘍の発生な

いし分化に伴ってのALPの漸増は当然期待されるこ

とである，

　筆者の観察結果でも，御園生，Atkinsonらの観察

に近い所見が得られている，

　間質結合織のALP活性については，間質炎症部11》

癌面心面部の間質9）細胞浸潤の強い部分あるいは増殖

した幼弱結合織10）などが強陽性を示すという．江川15）

によると，完成した間質結合織は陰性であり，増殖が

盛んに行なわれている結合織は陽性で，間質反応を欠

く無反応型の結合織では陰性であるとしている．また

癌細胞の酵素反応と間質結合織の酵素反応とは全く無

関係で，間質結合織の酵素反応は間質結合織自身の動

きと密接に関連するという．筆者の観察でも，間質結

合織は一般に弱陽性を示すが，正常扁平上皮，魔論義

の結合織筋層間結合織では弱陽性～微弱陽性，頸癌

組織の聞質結合織では陰性が主で，一部癌胞巣周囲を

かこんで陽性のことがある．また毛細血管壁の陽性度

は割合著明である．

　頸部腺癌に関しては，癌細胞は中等度陽性～強陽性

で，これは一般頸管腺，魔燗腺のALP活性が著明で

あることから，その発生由来に関連のあるものと思わ

れる．同様な結果は軽部16）．屋代20）によっても報告さ

れている，

　ACPご活性については，歯入科領域では．　ALP活性

ほど検索されていないが，正常子宮内膜に関しては，

Goldberg　21），入胎盤に関してはThomsen　22）の報

告がある．子宮頸癌に関するACP活性については，

正常子宮腔部扁平上皮で認められないACP反応が，

腔部扁平上皮の良性変化→悪性変化になるに従って順

次著明な活性を示すようになるという報告が多い9）16）

23）．即ちGross等23）はACP活性は扁平上皮にお

いては1つの勾配があり，正常のものは全例反応が軽

度であり，良性変化においてはそれよりある程度増量
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し，更に悪性扁平上皮には一貫して強度の反応がみら

れるとし，御園生9）は正常扁平上皮にはACP活性を

認めず，異型上皮は一～＋，上皮内癌一～十，扁平上

皮癌の成熟型のものは十，未熟型のものは一～十，基

底細胞癌では十～柵で，腫瘍細胞の悪性なほど活性は

増強し，基底細胞癌においてはとくに著しいという．

また軽部16）はACP活性もALP同様癌細胞に好発

するが，ALPとは異なり癌胞巣周辺部に強く，中心

に向い漸減する傾向があるとし，また癌二二では未熟

型では強陽性，中間型は中等量，成熟型は軽度とし，

角化部にも中等度陽性と，いずれもACP活性陽性を

認めている．しかし一方，ALPに比しACP活性が

弱く，扁平上皮癌では陰性であるとするもの20），ALP

活性の陽性であった癌細胞の一部にのみ活性を認める

15）とするものがある．

　筆者の結果では，ACP活性は子宮頸癌においては

いずれも著明な活性を認め，その程度は中等度陽性～

強陽性が多く，ALP活性に比べるとはるかに著明で，

正常扁平上皮や面長部に比べても強い活性を示してい

る．癌型による差はあまり顕著にみられないが，未熟

型の癌細胞は陽性度が高く，成熟型でも基底層様細胞

に著明，また腺癌細胞も同様に強陽性を示しており，

ほぼ御園生，軽部の所見との一致をみた，ACPがほ

ととんどみられないという報告には染色技術上の欠陥

を考えなければならない，

　PhAについては，パラクロルアニリッド燐酸を基

質とした場合，アルカリ性フオスフォアミダーゼの組

織化学的所見は，A：LP活性と大差を示さないが，酸

性側では癌の悪性度に比例して反応の強いことがGo・

mor124）によって報告された．胃癌等については松本

の観察があるが，出入科領域では従来あまり観察され

ていない．最近，御園生，小沢25）は高松法によると，

子宮膣部正常扁平上皮では深層細胞にのみ軽度の活性

があり，異常上皮，異型上皮，上皮内癌の順で活性

が上昇し，扁平上皮癌では高義周迦部に強い活性があ

り，，癌巣中心部に向って癌成熟部，角化部となるに従

い活性が低下するとし，これらはGOmoriらの細胞、

分化の低くなるほど，本酵素活性が増強するという報

告に一致するとしている．筆者の観察では，子宮頸癌

ではPhA活性は一般に著明である．即ち癌細胞，核

に穎粒状に中等度陽性～強陽性を示すものが多く，一

部は禰適状にも濃染する．その程度はALPに比較す

れば非常に著明であるが，ACPと比べればやや弱い

か，あるいは同程度である．しかし癌型による差異は

あまり明瞭ではない．また正常子宮腔部組織，魔端部

組織間質組織にも若干活性を認める．これらの所見

はGomori　24、の主張と大きな相違はないにしても，

悪性度とこの反応の程度との相関を完全に確認するま

でには至らなかった．

　婦人科領域において多糖類の観察は，近年PAS染

色によって子宮内膜，卵管，卵巣等において行なわれ

るようになり，その報告も少なくない．正常子宮膣部

扁平上皮に関するPAS染色についぞは，基底層は陰

性であるが，有棘層より角化層にかけて陽性となる報

告が多い10）11）20）．門灯腺については正常頸管腺上皮に

類似しPAS陽性であるとし20）26），腺細胞及び向腺腔

性に存在する物質は，唾液消化で消失しないから，複

合多糖体またはムコイチン硫酸エステル等であろうと

している10）20）．

　つぎに扁平上皮に変化が起こってくると順次，PAS

染色が陰性化するという．即ち慢性頸管炎，粘膜ポリ

ープ，二二燗等にみられる扁平上皮化生部について

は，Nogales及びBotella　27）は頸管外異型上皮は糖

原産生能力を失っており，異型上皮や扁平上皮化生部

及び白斑ではPAS陰性であるとし，また住伯11）は正

常子宮腔部の基底層，表皮過度活性，転化：表皮化の基

底層，上皮内癌，浸潤癌のすべてに陰性であるとし，

また望月28》は，正常上皮，異常上皮，不穏上皮，異型

上皮，上皮内癌と上皮の変化が強くなるに従って，糖

原の出現が少なくなり，分布も不規則になってくると

している．McManus等29）も上皮内癌ではPAS染

色陰性としている．

　子宮頸癌では，まず扁平上皮癌ではPAS染色陰性

との報告が多く11）16）26）28），一方腺癌では著明にPAS

陽性であり，また唾液消化で消失しない部分が多いと

の報告が多く16）20）26），扁平上皮癌と腺癌とでPAS染

色結果に著しい差異が認められる．一般に扁平上皮癌

では糖原を認めない場合が多いのであるが，癌の成熟

度が進むと糖原を認める場合があり16）28），とくに角化

傾向の強い場合は著しいとするもの20），また癌型によ

りPAS陽性穎粒の発現量のみでなく，　PAS陽性穎

粒の性状にもある程度の推移があり，未熟型では発現

が乏しいが，微細な頼粒が均等に存在し，中間型では

やや増量し，二二は粗大化し，成熟型では最も多量で

粗大化が著明とするものもある16）．

　筆者の結果では，扁平上皮癌ではPAS陽性物質が

微細頼粒状に僅かに認められる程度で，一般に正常組

織に比べ著しく減少している，ただ癌門別にみて成熟

型の表層，角化部に例外的にPAS陽性物質が著明な

ことがある．未熟型は全般的に陰性が多い．腺癌では

扁平上皮癌に比較し，PAS陽性物質が著明に存在す

るが，これは正常子宮頸管腺，膣部魔燭部にも強陽性
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であるのに類似して，糖原以外の多糖類を含むものと

考えられる．

　琉珀雨漏水素酵素については，1951年Seligman　30）

がTetrazolium塩による二三酸脱水素酵素の組織化

学的証明法を発表して以来，婦山科領域では御園生ら

31）はTTCにより悪性腫瘍細胞の鑑別を試み，腔内容

剥脱細胞について超生体染色を行ない，子宮癌では赤

色二二の充満した細胞の出現を認め，子宮癌の臨床診

断に有用であると発表した31、．以後本反応は岡田32），

中村33》，徳田34），浮田35）などの追試により臨床的に子

宮癌二二診断法として，その成績が報告されている．

その二更に御園生36）は本反応の本態は子宮癌組織に予

め存在する脂肪穎粒であるとし，その脂肪溶解性の点

に問題があるとしている．つぎにNitro　Blue　Tetra・

zoliumを用いて脱水素酵素活性を観察した加藤37）に

よると，正常扁平上皮の脱水素酵素活性は，基底層細

胞に高い活性を認め，表層へと進むにつれて減少し，

表層細胞は陰性となる。また子宮頸部扁平上皮癌で

は，よく分化した癌巣では間質に接する部位の癌細胞

に最も脱水素酵素活性が高く，中心に向うに従い低下

の傾向があり，角化部位には活性を認めないと報告し

ている．筆者はTTCによる號珀酸脱水素酵素染色を

行なった．子宮頸癌においては主として，癌胞巣に濾

蔓性に活性を認め，間質はほとんど陰性である，また

癌型による差異はあまり著明に区別できず，ただ腺癌

細胞にはやや多いようである．本染色では穎粒状では

なく島民状に陽性であり，御園生のいう脂肪穎粒への

転溶はこの場合あまり問題にならなかった．なおこの

染色では，正常扁平上皮には活性をほとんど認めない

から，この染色には多少癌の診断的価値を認め得るか

も知れない．

　筆者らが観察した子宮癌とくに頸部の扁平上皮癌に

ついての組織化学的所見を総括してみると以下のよう

になる．まずPASや現珀酸素水素酵素反応に関して

は子宮頸癌が示すdeviationは非常に乏しいか，ほ

とんどない．フォスファターゼ群（ALP，　ACP，　Ph

A）では，子宮頸癌のうちの多数がCA型，即ちアル

カリが弱く，酸性フォスファターゼ，フオスフォアミ

ダーゼが強い型である．しかしALPの比較的強い

LCA型，またはACPを欠く辺一A型などがmini・

mal　deviationとして見い出される．　ALPは一般に

ACPやPhAより多少とも反応が弱いが，なお陽性

を示し，癌の形態学的な分化の進行に並行して強くな

る傾向があり，ACPはALPとは逆に分化の段階が

進んだ方に弱くなるようにみえる．しかし分化の程度

をほとんど等しくする癌であっても，この反応を欠く

ーー」

deviative　typeがかなりに発現する．従って癌の牙

類には純形態学的なそれ以外に，組織化学的な分類と

くに子宮癌にあっては，フォスファターゼ群の染色に

よる分類が必要となってくる．たとえその臨床的な意

義の検討は今後のものであるとしてもである．

結 論

　子宮頸癌について，諸種の酵素活性につき観察を行

なった．

　1．フォスファターゼ群の内では，酸性フォスファ

ターゼ活性が最も著明に認められ，中等度陽性以上の

ものが大部分（60例中46例）を占め，つぎにフオスフ

ォアミダーゼ活性も60例中43例が中等度陽性以上であ

った．これは非癌組織に比べて著明な増強と認められ

る．

　2．ALP活性はACP及びPhA活性に此較する
とかなり弱いけれども活性が認められ，しかもその程

度は子宮癌の分化につれて増強する傾向がある．即ち

未熟型より中間型，成熟型となるほどその活性が強く

なる傾向が認められた．

　3．PAS染色結果は腺癌を除いた子宮頸癌において

は，例外的な少数例を除いて，正常組織に比べて著し

く減少している．

　4．琉珀虚脱水素酵素活性は，子宮頸癌では，非癌

組織に比べて強い活性を認めた．

　5，以上の組織化学的所見により’，子宮頸癌の組織

化学的細分類を試みた．即ちPAS染色や痴話酸脱水

素酵素反応に関して，子宮頸癌の示すdeviationが

非常に乏しいので，フォスファターゼ群によって分類

を試みたが，子宮頸癌の大多数はCA型，即ちALP

活性が弱く，ACP，　PhA活性の強いもので，　ALP

活性の比較的強いLCA型や，　ACP活性を欠く4－A

型などがminimal　deviationとしてみられる．

　6．卵巣癌の数例についても同様な酵素活性の検討

を行ない追加した．

　終りに御指導御校閲を賜わりました石川大刀雄教授，本研究の

機会を与えて下さった内田病院長内田一博士，終始御懇篤なる御

教示をいただいた倉田自明助教授に深く感謝いたします．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　Carcinoma　of　the　cervix　uteri，　especially　squamous　cell　carcinoma　was　histochemically

investigated．　The　results　obtained　were　as　follows：

　　1）　An　increased　acid　phosphatase　and　phosphamidase　activity　in　carcinomas　of　the　cervix

as　compared　with　the　normal　controls　was　observed．

　　2）　Slight　alkaline　phosphatase　activity　was　found　in　squamous　cell　carcinomas．　It

appeared　that　an　increasing　degree　of　differentiation　in　squamous　cell　carcinomas　could　be

correlated　with　an　increase　in　alkaline　phosphatase　activity．

　　3）　APAS－staining　of　squamous　cell　carcinomas　of　the　cervix　was　faint．

　　4）　An　increased　succinic　dehydrogenase　activity　was　always　noted　in　carcinomas　of　the

　　　　り
ce「v1：珠・

　　Based　on　the　results　of　investigation，　histochelnical　subclassification　of　carcinoma　of　the

cervix　was　attempted．　Most　of　the　squamous　cell　carcinomas　was　of　the　typical　type

（slight　alkaline　phosphatase，　intense　acid　phosphatase　and　phosphamidase　activities），　but　a

small　part　of　them　were　of　the　deviation　types　which　showed　intense　alkaline　phosphatase

activity　or　Iacked　acid　phosphatase　activity．

　　In　addition，　several　cases　of　ovarian　carcinoma　were　also　histochemically　investigated．
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　　　　　　　　写　真　説　明

　1．扁平上皮癌未熟型（ALP活性・弱陽性→β型，

症例1）

　2．扁平上皮癌未熟型（ALP活性・中等度陽性→L

型，症例4）

　3．扁平上皮癌中間型（ALP活性・弱陽性→μ型，

症例26）

　4．扁平上皮癌中間型（ALP活性・強陽性→L型，

症例14）

　5．扁平上皮癌成熟型（ALP活性・微弱陽性→一型

症例38）

　6．扁平上皮癌成熟型（ALP活性・弱陽性→μ型，

症例36）

　7．扁平上皮癌成熟型（ALP活性・強陽性→L型，

症例55）

　8．子宮頸部腺癌（ALP活性・中等度陽性→L型，

症例58）

　9．扁平上皮癌中間型（ACP活性・強陽性→C型，

症例17）

　10．扁平上皮癌成熟型（ACP活性・中等度陽性→

C型，症例38）

　11，扁平上皮癌成熟型（ACP活性・強陽性→C型

症例55）

　12．子宮頸部腺癌（ACP活性・弱陽性→c型，症

例59）

　13．子宮頸部腺癌（ACP活性・強陽性→C型，症

　川

例58）

　14．扁平上皮癌未熟型（PhA活性・中等度陽性→

A型，症例2）

　15．扁平上皮癌中間型（PhA活性・強陽性→A型，

症例16）

　16．扁平上皮癌成熟型（PhA活性・強陽性→A型，

症例40）

　17．子宮頸部腺癌（PhA活性・強陽性→A型，症

例59）

　18．扁平上皮癌成熟型（PAS染色陰性，頸管腺の

み陽性，症例38）

　19．扁平上皮癌成熟型（癌真珠の部分にPAS染色

強陽性を示す例外例，症例41）

　20．子宮頸部腺癌（PAS染色弱陽性，症例58）

　21．正常子宮腔部扁平上皮（ALP活性・陰性，毛

細血管壁のみ陽性）

　22．正常子宮頸管腺（ALP活性・中等度陽性）

　23．正常子宮腔部扁平上皮（ACP活性・陰性，基

底細胞層のみ弱陽性）

　24．正常子宮膣部扁平上皮（PhA活性・微弱陽性）

　25．卵巣癌（ALP活性・弱陽性）

　26．卵巣癌（偽粘液性物質のALP活性はほとんど

陰性）

　27．卵巣癌（PhA活性・強陽性）

　28．卵巣癌（PAS染色陽性，とくに偽粘液性物質は

強陽性）
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